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　６月８日（土）表丹沢菩提里山づくりの会

（相原國雄会長）は、里山事業の一貫で北小学

校の生徒と応募で参加した市民とともに菩提の

棚田で田植えを行いました。

　田植えに参加した生徒たちは美味しいお米が

できるよう丁寧に田植えをしていました。

棚田に子供たちの歓声



容
に
関
す
る
政
策
の
実
現
を
要
請

し
ま
し
た
。
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５
月
30
日
、
全
国
農
業
委
員
会

会
長
大
会
が
東
京
都
内
の
日
比
谷

公
会
堂
で
開
か
れ
、
全
国
の
農
業

委
員
会
会
長
な
ど
約
２
０
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
で
は
基

本
農
政
の
確
立
に
向
け
た
提
案
、

国
益
を
守
れ
な
い
環
太
平
洋
連
携

協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
へ
の
反
対

を
求
め
る
要
請
な
ど
を
決
議
し
ま

し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
代
表
団
が
農

水
省
や
各
政
党
を
訪
れ
、
決
議
内

〈
提
案
決
議
の
主
な
内
容
〉

1
基
本
農
政
の
確
立

　

①
目
指
す
農
業
・
農
村
の
姿

　

②
農
地
制
度
の
実
効
性
の
確
保

　

③
「
日
本
型
直
接
支
払
い
」
「
担

　
　

い
手
総
合
支
援
」
の
具
体
化

　

④
地
域
振
興
対
策
の
強
化

　

⑤
都
市
農
業
の
振
興

　

⑥
農
業
の
新
分
野
の
開
拓

　

⑦
食
の
安
全
・
安
心
対
策
の
推
進

　

⑧
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
へ

　
　

の
万
全
な
対
応

　

⑨
消
費
税
率
引
き
上
げ
へ
の
対
応

　

⑩
農
業
委
員
会
系
統
組
織
の
体
制

　
　

と
機
能
の
強
化

2
国
益
を
守
れ
な
い
T
P
P
交
渉
に

反
対
を
求
め
る
要
請

3
農
業
委
員
会
活
動
の
「
さ
ら
な
る

取
り
組
み
」
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ

4
情
報
提
供
活
動
の
一
層
の
強
化
に

関
す
る
申
し
合
わ
せ

　

５
月
20
日
、
横
浜
市
内
の
ア
ー

バ
ン
ネ
ッ
ト
横
浜
ビ
ル
で
女
性
農

業
委
員
の
会
第
２
回
総
会
が
開
か

れ
、
秦
野
市
の
女
性
農
業
委
員
３

名
を
含
む
会
員
や
農
業
委
員
会
事

務
局
職
員
ら
26
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
24
年
度
活
動
報
告
と
25
年
度

活
動
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
・
青
年
農
業
者
、
認

定
農
業
者
等
の

多
様
な
人
材
を

農
業
委
員
に
選

出
す
る
取
り
組

み
を
申
し
合
わ

せ
、
決
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
研
修
会
で
は
、
農
林

水
産
省
経
営
局
就
農
・
女
性
課
の

荻
野
喜
江
女
性
・
高
齢
者
活
動
推

進
室
長
を
講
師
に
、「
地
域
農
業

の
活
性
化
や
６
次
産
業
化
に
女
性

の
能
力
を
活
か
す
た
め
に
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
荻
野
室
長
か
ら
、
農
業
経
営

状
況
の
変
化
の
調
査
の
た
め
に
集

計
し
た
農
家
の
経
営
規
模
な
ど
の

デ
ー
タ
が
紹
介
さ
れ
、
女
性
が
経

営
に
参
画
し
て
い
る
農
家
は
経
営

規
模
が
大
き
く
、
多
角
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
傾
向
が
高
い
と
説
明

を
受
け
、
女
性
の
能
力
の
積
極
的

な
活
用
が
期
待
さ
れ
、
支
援
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

　４月 10 日、東京都文京区の椿
山荘で平成２５年度全国情報会議
が開かれ、「農業委員会だより」
全国コンクール、全国優良情報活
動の表彰などを受けた農業委員会
関係者が参加しました。
　情報活動功労者として秦野市農
業委員会の和田稔会長をはじめ６
農業委員が表彰されました。ま
た、全国農業新聞の普及拡大に顕
著な成績をおさめたとして普及優
秀農業委員会としても表彰されま
した。

　

総
会
後
、
女
性
農
業
委
員
の
組

織
化
を
図
る
と
と
も
に
資
質
向

上
、
女
性
農
業
委
員
の
更
な
る
登

用
促
進
や
相
互
交
流
に
取
り
組
む

た
め
の
情
報
交
換
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

（
清
水
富
美
子
委
員
）

女
性
独
自
の
視
点
を
活
か
し

平成 25 年度  全国情報会議平成 25 年度  全国情報会議

表彰された和田稔会長

大会の様子

研修会の様子

挨
拶
す
る
綱
島
会
長

（
綾
瀬
市
農
業
委
員
会
）

第
2
回 

女
性
農
業
委
員
の
会
総
会

平
成
25
年
度 

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

基
本
農
政
の
確
立
に
向
け
て
第
2
回 

女
性
農
業
委
員
の
会
総
会
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実行委員会メンバーが販売

23
年
度
に
発
足
。

　

こ
れ
ま
で
、
た
ば
こ
祭

り
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で

出
店
し
、
広
く
地
産
地
消

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
弁
当
は
弘
法

の
里
湯
、
は
だ
の
じ
ば
さ

ん
ず
で
、
毎
月
第
２
、
第
４

火
曜
日
に
販
売
し
て
い
ま
す
。 　

近
年
、
農
業
者
の
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
遊
休
農
地

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
農

地
が
遊
休
化
す
る
と
雑

草
・
雑
木
が
繁
茂
し
、
病

害
虫
や
火
災
の
発
生
原
因

と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
有
害
鳥
獣
の
潜
入

や
産
業
廃
棄
物
等
の
不
法

投
棄
の
場
所
と
な
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
、
周
辺
農
地

や
近
隣
住
民
に
多
大
な
迷

惑
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

草
が
出
る
こ
の
時
期
に

定
期
的
な
草
刈
り
を
お
願

い
し
ま
す
。

◎
作
付
し
て
い
な
い
農
地

で
貸
出
意
向
が
あ
る
場
合

は
、
農
地
銀
行
へ
登
録
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登

録
さ
れ
る
と
、
農
地
を
借

り
た
い
方
が
現
れ
た
時
に

あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。　

　

た
だ
し
、
登
録
し
た
農

地
は
、
貸
借
が
成
立
す
る

ま
で
所
有
者
が
責
任
を
持

っ
て
、
適
正
管
理
を
行
っ

て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
立
地
条
件
等
に

よ
り
、
登
録
で
き
な
い
農

地
も
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で

　

☎
８
１
─

７
８
０
０

　

こ
の
日
の
弁
当
は
、
浅

漬
け
、
た
け
の
こ
メ
ン
マ
、

春
菊
の
ご
ま
和
え
、
落
花

生
煮
、
た
ま
ご
焼
き
、
煮

物
、
野
菜
の
天
ぷ
ら
、
鶏

肉
の
か
ら
揚
げ
（
塩
麹
漬

け
）
、
た
け
の
こ
ご
飯
。

鶏
肉
以
外
の
材
料
は
全
て

秦
野
産
が
使
わ
れ
て
お
り
、

ヘ
ル
シ
ー
で
ボ
リ
ュ
ー
ム

満
点
の
お
弁
当
で
し
た
。

　

農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
実
行

委
員
会
は
、
秦
野
市
内
の

農
家
が
長
年
培
っ
て
き
た

農
産
加
工
の
技
術
や
食
文

化
を
紹
介
し
、
市
民
の
農

業
理
解
や
地
産
地
消
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
平
成

　

５
月
15
日
に
、
秦
野
の

農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
実
行
委

員
会
（
大
木
敏
子
会
長
）

が
、
は
だ
の
じ
ば
さ
ん
ず

と
鶴
巻
の
弘
法
の
里
湯
で

地
産
地
消
弁
当
を
販
売
し

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
は

だ
の
じ
ば
さ
ん
ず
で
20
食
、

弘
法
の
里
湯
で
50
食
を
販

売
し
完
売
し
ま
し
た
。

　

弘
法
の
里
湯
で
は
、
弁

当
の
他
に
、
た
け
の
こ
ご

飯
、
煮
物
な
ど
も
販
売
さ

れ
農
家
さ
ん
の
愛
情
た
っ

ぷ
り
の
弁
当
に
お
客
さ
ん

は
興
味
深
々
で
し
た
。

支援
センター

通信

う
ち
ほ
ぉ
の
　
う
め
ぇ
も
ん
　
食
っ
て
っ
て
け
ぇ
ろ

地
産
地
消
弁
当
を
販
売

農
地
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

貸
し
た
い
農
地
は
、

　
　
　
　
農
地
銀
行
へ

　６月８日（土）西田原にある１０ａの
実践活動圃場で荒廃農地解消市民ボラン
ティア約３０名が参加し、サツマイモ
８００本を植え付けました。
　サツマイモは、秋に収穫した後、１１
月の市民の日で荒廃農地解消活動をＰＲ
するため使用される予定です。

荒廃農地実践活動

活動圃場にサツマイモ活動圃場にサツマイモ

販売された地産地消弁当

お客さんに地産地消をＰＲ

貸し手 借り手
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松
下
　
勲
男
（
本
町
地
区
）

○
担
当
生
産
組
合

　

上
乳
牛
、
本
乳
牛
、
乳
牛
振
興
、

乳
牛
、
曽
屋
、
山
谷
、
御
門
、
新

御
門
、
入
船

○
１
月
24
日
生
ま
れ　

　

水
瓶
座

○
趣
味　

仕
事
、
ゴ
ル
フ

○
主
な
作
物

　

露
地
野
菜

○
ひ
と
こ
と

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
私
達
の
生
活

の
中
に
な
か
な
か
浸
透
し
て
き
ま

せ
ん
が
、
日
々
健
康
で
仕
事
が
で

き
る
事
に
、
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

木
村
　
眞
澄
（
議
会
）

○
10
日
16
日
生
ま
れ　
　

　

天
秤
座

○
趣
味　

詩
吟
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

○
ひ
と
こ
と

　

昨
年
10
月
、
か
な
が
わ
女
性
農

業
委
員
の
会
が
設
立
さ
れ
本
市
か

ら
３
名
の
女
性
農
業
委
員
が
会
員

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
総
会

等
で
の
研
修
や
、
第
一
線
で
活
躍

し
て
い
る
女
性
農
業
委
員
さ
ん
の

農
業
へ
の
取
り
組
み
や
情
報
交
換

で
き
る
場
が
あ
り
、
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
す
。
目
標
は
女
性
の
力

の
発
揮
、
組
織
力
の
結
集
で
「
食

え
る
農
業
」
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

相
原
　
國
雄
（
北
地
区
）

○
担
当
生
産
組
合

　

菩
提
原
下
、
菩
提
原
上
、
菩
提

中
東
、
菩
提
中
西
、
菩
提
上
東
、

菩
提
上
西

○
12
月
15
日
生
ま
れ　
　

　

い
て
座

○
趣
味　

菊
盆
栽
づ
く
り
（
勉
強

中
）

○
得
意
な
作
物

　

美
味
し
い
菩
提
の
棚
田
米

○
ひ
と
こ
と

　

農
業
委
員
の
仕
事
の
一
つ
と
し

て
、
優
良
農
地
の
確
保
と
中
核
農

家
へ
の
農
地
の
集
約
化
を
図
り
、

経
営
の
安
定
し
た

農
家
を
増
や
し
た
い
。

林
　
道
弘
（
北
地
区
）

○
担
当
生
産
組
合

　

戸
川
上
、
戸
川
中
横
道
、
戸
川

中
寺
脇
、
戸
川
原
第
１
、
戸
川
原

第
２
、
戸
川
西
、
三
屋

○
11
月
25
日
生
ま
れ　
　

　

い
て
座

○
趣
味　

ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

○
得
意
な
作
物

　

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
育
種

○
ひ
と
こ
と

　

ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
週
に

一
日
は
趣
味
の
時
間
を
作
り
、
仕

事
を
忘
れ
て
、
気
分
転
換
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
25
年
4
月
1
日
）

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
　

深
川  

和
幸

（
障
害
福
祉
課
へ
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
　

北
村　

好
美 

（
水
道
業
務
課
か
ら
）

〇農家戸数　　　 ２,１７０戸　

〇農業従事者　　 ４,２５５人　　　　　　

〇経営農地面積 　１,２７４ha　

事
務
局
人
事

農地基本台帳を集計
平成 25 年４月１日

農
業
委
員
紹
介
コ
ー
ナ
ー
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諸
星　

洋
子
（
渋
沢
）

　

平
成
20
年
、
食
育
に
つ
い
て
知

識
を
深
め
た
い
と
模
索
し
て
い
た

時
、
新
聞
で
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
記

事
に
出
会
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
に
ア
ク

セ
ス
し
ま
し
た
。

　

自
分
を
試
す
た
め
固
い
頭
を
使

い
な
が
ら
学
習
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
・

ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
フ
ル
ー
ツ
マ
イ
ス

タ
ー
、
通
称
『
野
菜
ソ
ム
リ
エ
』

の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

は
だ
の
じ
ば
さ
ん
ず
に
出
荷
し

て
い
る
野
菜
ソ
ム
リ
エ
資
格
者
で

立
ち
上
げ
た
『
は
だ
の
野
菜
ソ
ム

リ
エ
倶
楽
部
』
に
参
加
し
、
10
名

の
仲
間
と
活
動
し
て
い
ま
す
。
月

に
一
度
の
研
究
会
で
は
、
旬
の
野

菜
・
果
物
の
特
徴
、
見
分
け
方
、

保
存
方
法
や
調
理
方
法
な
ど
を
調

べ
、
ポ
ッ
プ
に
し
て
は
だ
の
じ
ば

さ
ん
ず
店
内
に
掲
示
し
、
多
く
の

消
費
者
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
祭
り
で
は
、
『
農
村
レ

ス
ト
ラ
ン
』
、
市
民
の
日
や
農
業

祭
で
の
出
店
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
駅
伝
大
会
で
す
い
と
ん
の
提
供

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今

年
４
月
よ
り
『
農
村
レ
ス
ト
ラ

ン
』
で
の
弁
当
作
り
、
ヘ
ル
シ
ー

料
理
教
室
の
野
菜
紹
介
な
ど
活
動

の
場
が
広
が
り
、
地
産
地
消
を
次

世
代
に
伝
え
、
地
域
の
安
全
・
安

心
な
食
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

栽
培
期
間
中
の
農
薬
を
使
用
し

な
い
季
節
の
野
菜
作
り
、
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
栽

培
、
梅
・
桜
の
塩
漬
け
の
加
工
な

ど
、
主
人
と
50
ア
ー
ル
の
畑
で
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
営
農
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
育
園
や
コ
ミ
ュ
二

テ
ィ
保
育
の
じ
ゃ
が
い
も
の
堀
取

り
体
験
な
ど
子
育
て
支
援
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
６
人
の
孫
も

無
農
薬
の
野
菜
を
食
材
と
し
て
元

気
に
成
長
し
て
お
り
ま
す
。
共
働

き
の
娘
夫
婦
と
孫
３
人
、
主
人
と

私
、
健
康
に
過
ご
し
て
こ
れ
た
家

族
の
お
か
げ
で
、
私
は
食
育
活
動

の
場
を
広
げ
、
栽
培
し
た
野
菜
を

有
効
活
用
す
る
た
め
に
、
菓
子
パ

ン
製
造
と
食
品
加
工
所
を
兼
ね
た
、

野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
お
店
「
開
戸
」

を
自
宅
敷
地
内
に
オ
ー
プ
ン
し
３

年
目
に
な
り
ま
す
。

　

食
の
安
全
・
安
心
・
満
足
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
野
菜
の
生
産
か
ら
加

工
・
販
売
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。成

田　

洋
（
鶴
巻
南
3
丁
目
）

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
辞
め
て
早
く

も
７
年
が
経
ち
、
バ
ラ
栽
培
も
８

年
目
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

当
初
家
業
を
継
ぐ
気
が
全
く
無
か

っ
た
私
に
と
っ
て
バ
ラ
栽
培
は
、

覚
え
る
事
ば
か
り
で
悪
戦
苦
闘
の

毎
日
で
し
た
。

　

先
ず
は
、
我
が
家
で
栽
培
し
て

い
る
品
種
名
を
覚
え
る
事
に
始
ま

り
、
花
切
り
・
出
荷
準
備
と
時
間

に
追
わ
れ
る
日
々
で
し
た
。
３
年

が
経
過
し
、
や
っ
と
バ
ラ
の
事
が

分
か
っ
て
き
た
中
で
疑
問
が
多
く

浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
当
時
の
我

が
家
の
栽
培
方
式
で
は
、
市
場
に

出
荷
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、
ロ

ス
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
原
因

は
人
材
不
足
に
よ
っ
て
手
入
れ
時

間
が
足
り
な
い
事
で
し
た
。
そ
こ

で
、
５
年
程
前
か
ら
本
で
読
ん
で

い
た
栽
培
技
術
や
、
同
じ
バ
ラ
生

産
者
の
方
々
な
ど
多
く
の
人
の
意

見
を
聞
か
せ
て
頂
い
た
り
、
見
学

な
ど
を
さ
せ
て
貰
い
、
我
が
家
に

合
う
栽
培
方
式
を
色
々
試
し
た
結

果
、
３
年
程
前
か
ら
よ
う
や
く
形

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ま
だ
完
成
形
と
は
言

え
ず
改
良
し
た
い
所
が
多
く
あ
る

の
が
現
状
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
バ

ラ
栽
培
は
面
白
く
奥
が
深
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
重
油
の
急
騰
、
消
費
の

低
迷
な
ど
バ
ラ
業
界
は
苦
境
に
直

面
し
て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
状
況

だ
か
ら
こ
そ
私
は
今
で
き
る
事
を

足
り
な
い
頭
で
考
え
、
浮
か
ん
で

き
た
ア
イ
デ
ア
や
見
学
先
で
見
付

け
た
技
術
を
ト
ラ
イ
し
て
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
求
め
る
良
い
バ
ラ
を
、
ロ

ス
な
く
作
り
、
多
く
の
人
が
我
が

家
の
バ
ラ
は
良
い
バ
ラ
だ
と
思
っ

て
貰
え
る
よ
う
に
、
日
々
の
観
察

と
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
が
む
し
ゃ

ら
に
バ
ラ
と
向
き
合
っ
て
行
き
た

い
で
す
。

　

生
産
管
理
、
品
質
管
理
、
経
営

管
理
と
農
家
は
全
て
を
や
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ

そ
難
し
く
楽
し
い
の
だ
と
思
い
ま

す
。
全
て
を
自
分
で
行
う
た
め
に

失
敗
の
責
任
も
自
分
に
返
っ
て
き

ま
す
が
、
こ
の
苦
境
の
時
代
を
い

か
に
楽
し
く
、
い
か
に
面
白
く
バ

ラ
栽
培
を
続
け
て
行
け
る
か
を

日
々
考
え
、
努
力
し
て
、
昨
年
の

私
よ
り
少
し
で
も
成
長
し
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

野
菜
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
の
食
育
活
動

就
農
し
て
か
ら
・
・
・

農
家
の
声

農
家
の
声

農
家
の
声



農業委員会だより 第 号117 6

①  

農
業
経
営
基
盤
強
化
の
促
進

　

本
市
の
中
核
的
な
農
業
者
で
あ

る
認
定
農
業
者
等
で
組
織
す
る

「
秦
野
市
認
定
農
業
者
協
議
会
」

が
実
施
す
る
経
営
向
上
に
向
け
た

研
修
事
業
の
実
施
や
、
地
域
で
の

経
営
規
模
拡
大
・
農
地
集
積
に
向

け
た
資
本
整
備
へ
の
取
り
組
み
に

対
し
て
、
引
き
続
き
支
援
し
、
認

定
農
業
者
の
経
営
の
安
定
化
並
び

に
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
特
産
農
産
物
で

あ
る
「
足
柄
茶
」
の
栽
培
農
家
に

対
し
、
品
質
の
向
上
及
び
生
産
量

の
増
加
を
目
的
に
設
置
し
て
あ
る

「
防
霜
フ
ァ
ン
」
の
点
検
整
備
に

対
し
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

②
「
農
」
の
担
い
手
の
育
成

　
「
農
」
の
担
い
手
育
成
に
つ
き

ま
し
て
は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
国
の

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
の
導
入

を
図
る
と
と
も
に
、
新
規
就
農
者

へ
の
就
農
支
援
事
業
の
実
施
や
農

業
関
連
団
体
が
実
施
す
る
農
業
後

継
者
の
育
成
事
業
や
市
民
の
農
業

理
解
の
促
進
に
向
け
た
事
業
に
対

す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

③  

地
産
地
消
の
推
進

　

市
民
へ
の
安
全
・
安
心
な
農
産

物
の
供
給
と
地
場
農
産
物
へ
の
消

費
拡
大
を
目
指
し
、
「
地
産
地
消

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
生
産

者
や
消
費
者
、
商
工
業
関
係
者
、

学
校
、
食
育
・
健
康
関
係
者
な
ど

と
一
体
と
な
っ
た
幅
広
い
地
産
地

消
活
動
の
普
及
・
定
着
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

 

ま
た
、
国
の
環
境
保
全
型
農

業
直
接
支
払
補
助
制
度
を
活
用
し
、

神
奈
川
県
が
認
定
す
る
「
エ
コ
フ

ァ
ー
マ
ー
」
の
育
成
・
確
保
に
取

り
組
む
な
ど
本
市
に
お
け
る
環
境

保
全
型
農
業
の
導
入
・
普
及
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

④  

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

　

本
市
農
産
物
の
安
全
・
安
心
を

基
本
に
、
「
優
良
農
産
物
等
登
録

認
証
制
度
」
に
よ
り
優
良
農
産
物

と
し
て
認
証
し
、
地
場
農
産
物
を

消
費
者
に
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
、

生
産
者
の
生
産
意
欲
の
向
上
と
消

費
拡
大
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

秦
野
市
で
は
現
在
、
東
地
区
に

出
没
す
る
「
子
易
群
」
大
根
地
区

に
出
没
す
る
「
大
山
群
」
２
つ
の

群
れ
を
確
認
し
、
サ
ル
に
装
着
さ

れ
た
電
波
発
信
機
の
電
波
を
受
信

し
追
跡
、
追
い
払
い
を
行
っ
て
い

ま
す
（
サ
ル
の
位
置
情
報
は
市
の

Ｈ
Ｐ
で
公
開
中
）
。

　

追
い
払
い
方
法
に
は
、
エ
ア
ガ

ン
や
煙
火（
動
物
撃
退
用
の
花
火
）

を
用
い
た
方
法
が
あ
り
、
サ
ル
は

行
政
境
を
越
え
て
行
動
す
る
た
め
、

神
奈
川
県
、
伊
勢
原
市
と
連
携
し

た
追
い
払
い
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ル
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
未
収
穫
農
作

物
の
撤
去
を
徹
底
し
、
人
里
に
定

着
さ
せ
な
い
事
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
追
い
払
い
に
使
用
す
る
煙
火
は

農
協
各
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
保
全
課　

鳥
獣
対
策
担
当

　

☎　

８
２
─
９
６
１
８

「
農
業
者
と
市
民
が
育
む
、

　
　
　
農
の
あ
る
快
適
な
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て

定
着
防
止
が
重
要

平
成
25
年
度
　
秦
野
市
農
業
関
係
予
算

サ
ル
の
追
い
払
い
実
施
中

「はだの市民農業塾」で新規
就農を目指す塾生

認証された梨とブルーベリー

監視パトロールを行って
いますのでご協力をお願
いします。 追い払いを行うパトロール隊

　

本
市
の
農
業
の
特
徴
で
も
あ
る
多
様
な
農
産
物
の
供
給
と
、
多

面
的
な
機
能
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
す
る
た
め
に
、
農
業
者
、
市

民
、
関
係
団
体
及
び
行
政
が
一
体
と
な
り
、
農
業
・
農
地
が
も
た

ら
す
様
々
な
恵
み
を
生
か
し
た
、
農
の
あ
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。（
※　

問
い
合
わ
せ
は
、
農
産
課
）

平成２５年度
秦野市農業関係予算内訳

・農業振興費　　３２,１２４千円
・園芸畜産業費　１３,８７１千円
・農地費　　　　６７,９６８千円

「
農
業
者
と
市
民
が
育
む
、

　
　
　
農
の
あ
る
快
適
な
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て



●
全
国
情
報
会
議

　

４
月
10
日　

東
京
都
文
京
区

●
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

　

５
月
30
日　

東
京
都
日
比
谷
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平成２５年度全国情報会
議に出席した委員ら

高
齢
で
農
地
を
耕
作
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
耕
作
し
て
く
れ
る
人
に
貸
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
一
度

農
地
を
貸
し
て
し
ま
う
と
、
戻
っ

て
こ
な
い
な
ど
心
配
が
あ
り
ま
す
。

安
心
し
て
農
地
を
貸
し
借
り
で
き

る
制
度
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

農
業
委
員
会
が
間
に
入
り
、

農
地
の
貸
借
を
す
る
方
法

と
し
て
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
に
基
づ
く
利
用
権
設
定
と
い

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
手
続
き
も

簡
易
で
、
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

◎
貸
借
に
際
し
、
農
地
法
の
許
可

　

が
不
要
で
す
。

◎
農
業
委
員
会
が
仲
介
す
る
の
で
、

　

安
心
し
て
貸
し
借
り
が
で
き
ま

　

す
。

◎
簡
易
な
手
続
き
で
申
請
が
で
き

　

ま
す
。

◎
あ
ら
か
じ
め
貸
借
期
間
を
決
め

　

て
お
き
、
期
限
が
き
た
農
地
は

　

必
ず
地
主
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

◎
貸
借
期
間
が
終
了
し
て
も
、
引

　

き
続
き
貸
借
を
希
望
す
る
場
合

　

は
、
更
新
の
手
続
き
を
行
い
ま

　

す
。
ま
た
、
終
期
は
、
農
業
委

　

員
会
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
離
作
料
を
払
う
こ
と
な
く
貸
人

　

で
あ
る
農
地
所
有
者
に
返
還
さ

　

れ
る
の
で
安
心
し
て
貸
付
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
貸
借
期
間
中
の
解
約
に
は
双
方

　

の
合
意
が
必
要
な
の
で
、
期
間

　

中
は
借
人
も
安
心
し
て
耕
作
す

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

　

こ
の
よ
う
に
、
貸
主
・
借
主
双

方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
制
度
で
す
。

農
地
基
本
台
帳
に
登
載
さ
れ
た
農

業
従
事
者
な
ど
、
一
定
の
条
件
が

整
え
ば
、
借
り
る
事
が
で
き
ま
す
。 　

農
地
を
農
地
以
外
の
用
地
に
す

る
に
は
必
ず
農
地
転
用
の
許
可
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

農
地
以
外
の
例
…
…

　

住
宅
、
工
場
等
の
建
物
敷
地
、

資
材
置
場
、
駐
車
場
、
道
路
、
水

路
、
山
林
な
ど

　

農
地
転
用
許
可
制
度
は
、
食
料

の
安
定
供
給
の
基
盤
で
あ
る
優
良

農
地
の
確
保
と
、
農
業
以
外
の
土

地
利
用
と
の
調
和
を
図
り
、
農
地

転
用
を
農
業
上
の
利
用
に
支
障
が

少
な
い
農
地
に
誘
導
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

手
続
き
は
・
・
・

●
市
街
化
調
整
区
域
内
の
許
可
申

　

請
は
毎
月
10
日
ま
で
で
す
。　

　

（
事
前
に
相
談
が
必
要
に
な
り

　

ま
す
の
で
、
早
め
に
相
談
し
て

　

下
さ
い
。
）

●
市
街
化
区
域
の
届
出
は
随
時
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

※
違
反
転
用
し
た
り
、
許
可
ど
お

り
に
転
用
し
な
い
と
、
現
状
回
復

等
の
命
令
、
罰
則
の
適
用
が
あ
り

ま
す
。

転
用
の
相
談
は
農
業
委
員
会
事
務

局
ま
で
。

●
総
会

　

主
な
審
議
案
件
と
件
数
は
下
表

　

の
と
お
り

　

３
月
25
日
、
４
月
25
日

　

５
月
27
日
、
６
月
25
日

●
運
営
委
員
会

　

３
月
18
日
、
４
月
12
日

　

５
月
16
日

●
編
集
委
員
会

　

５
月
27
日
、
６
月
25
日

詳しくは、地元の農業委員
か農業委員会事務局までご
相談下さい。

農
業
委
員
会
活
動
報
告

（
平
成
25
年
３
月
～
６
月
）

総会の主な審議案件と件数（３月～６月）
審議案件 件数 面　積

耕作目的の売買・賃貸
　　　　　　　　　　（３条許可） 8 18,550.61

市街化調整区域内の転用
　　　　　　　　（４・５条許可） 11 10,870.83

市街化区域内の転用
　　　　　　　　（４・５条届出） 71 24,955.71

相続等による農地取得の届出
　　　　　　　　　　（３条届出） 30 104,605.43

相続税納税猶予 3 12,228.78

農
地
転
用
に
は

 

許
可
が
必
要
で
す
。

相 談
コーナー
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　農業者年金は、加入者数・受給者数に影響さ
れにくい個人ごとの積立方式（確定拠出型）の
公的年金です。貯蓄の感覚で加入し税制メリッ
トを受け実質所得の向上を図りましょう！
◎支払う掛金は、全額社会保険料控除の対象
　（最高で年額804,000円）となります。
◎所得税・住民税が節税になります。これによ
　り掛金の15％～30％程度の節税効果があり
　ます。（ご自身の年金でなくても大丈夫）
◎将来受け取る年金も、公的年金等控除が適用
　されます。
次の要件を全て満たす方ならどなたでも加入で
きます。
①６０歳未満の方
②年間６０日以上農業に従事
③国民年金第１号被保険者

■問い合わせ
　農業委員会事務局　８２－９６５４
　ＪＡはだの営農課　８１－７７１８

　農家の後継者たちで結成されている秦友会
（原秀徳会長）が田原ふるさと公園近くの畑に
牛 の 飼 料 と な る
デ ン ト コ ー ン で
迷路を作りました。

◎場所　東田原９６１、９６２
◎期間　７月２７日（土）～８月３１日（土）
※７月２７日（土）午前１０時～午後４時
迷路を活用したクイズやバター作り体験、模擬
店などのイベントも開催します。
問い合せ先　JA はだの組織教育課　
　　　　　　８１－７７１４

　

秦
野
市
で
は
人
と
農
地
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
各
地
域
ご
と
に

新
た
に
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を

作
成
し
ま
し
た
。
農
業
委
員
会
で

も
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
力

強
い
継
続
可
能
な
農
業
を
目
指
し

て
、
市
や
関
係
機
関
と
協
力
し
な

が
ら
課
題
に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
暑
い
中
で

の
除
草
な
ど
、
農
作
業
は
大
変
な

季
節
に
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
、

体
調
に
は
気
を
付
け
て
無
理
せ
ず

楽
し
く
農
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

（
編
集
委
員　

石
井　

弘
）

節税効果が大きい
で農業者年金

老後の生活をサポート

多くの方のご来場を
お待ちしております !!

全国農業新聞は、最新の農業情勢の提供と解説、
先進農家の経営紹介、農業入門など読んで役立
つ情報が満載です。　　　　　　　　　
○毎週金曜日発行
○購読料　　月６００円
○お申し込みは、地元の農業委員
　または、農業委員会　☎８２－９６５４

全国農業新聞

〜草刈り中〜

（６月上旬）

〜昨年の様子〜

夏の日の
思い出に…

カメラ

スケッチ
カメラ

スケッチ
カメラ

スケッチ
ゴールを目指そう !!

デントコーン迷路デントコーン迷路


